
 

 

 

消 防 団 



12 台 184個 24個

45 基 64双 17基

184組 184着 １艇

団

長

副

団

長

分

団

長

副
分
団
長

部

長

班

長

団

員
計

1 3 3 7

1 1 2 3 5 12

1 1 2 3 3 10

1 1 2 3 6 13

1 1 2 3 8 15

1 1 2 3 4 11

1 1 2 3 7 14

1 1 2 3 6 13

1 1 2 3 6 13

1 1 2 3 7 14

1 1 2 3 7 14

1 1 2 3 6 13

1 1 2 3 7 14

1 3 12 12 24 36 75 163

ケブラー手袋

救命胴衣

 小型動力ポンプ付積載車

 ( 平成30年4月1日現在 )

防塵メガネ

投光器
消防団無線

(デジタル簡易無線機)

  消防団設置年月日

救助ボート

安全帽

  消防団員定数

  消防団員数

昭和３０年６月１日

１本部　　１２分団

１８４ 人

１６３ 人

  消防分団数

防火衣一式

第９分団

消防団の現勢

第７分団

第３分団

第２分団

第５分団

第１分団

第４分団

 消防団の現況

計

消　防　団　員　数

第12分団

( 平成30年4月1日現在 )

第11分団

第６分団

　　　　　　　区分

分団別

本　　部

第８分団

第10分団
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第10分団

分団受持区域境界線
地区別境界線

消防団分団別受持区域図

西久保

黒 岩

生 沢 寺坂

虫 窪

月 京
馬 場

第12分団

西小磯西

西小磯東

台 町

石神台

国府新宿

北下町

南下町茶屋町

東町

山王町

裡道

神明町

第11分団

長者町

高 麗

第４分団

第６分団

第１分団

平塚市

第２分団

中 丸

第３分団

第７分団 第８分団

第５分団

西湘バイパス

東海道線

国道１号線

東海道新幹線小田原厚木道路

-
5
1
-

二宮町

第９分団
北本町

南本町



　　　　本　・　分　団　別 　　　　　　　　　　　　区　　　　　　　域

　　　　本　　　　　　　　 部 　　　　全　　　域

　　　　第　　１　　分　　団 　　　　高　　　麗

　　　　第　　２　　分　　団 　　　　山 王 町 、 東 町 、 長 者 町

　　　　第　　３　　分　　団 　　　　台 町 、 裡 道 、 南本町 、 南下町 、 茶屋町

　　　　第　　４　　分　　団 　　　　西 小 磯 東 、 西 小 磯 西

　　　　第　　５　　分　　団 　　　　国 府 本 郷　（ 中丸 、 馬 場 ）

         国  府 新 宿 (東海旅客鉄道株式会社東海道新幹線以

        　 南の区域に限る。)

　　　　第　　７　　分　　団 　　　　生　　　沢

　　　　第　　８　　分　　団 　　　　寺　　　坂

　　　　第　　９　　分　　団 　　　　虫　　　窪

　　　　第　　10　　分　　団 　　　　黒　岩 、 西 久 保

　　　　第　　11　　分　　団 　　　　神 明 町  、  北 本 町  、 北 下 町

         月京、石神台、国府新宿 (東海旅客鉄道株式会社

        　 東海道新幹線以北の区域に限る。)

消防団分団別受持区域表

　　　　第　　６　　分　　団

　　　　第　　12　　分　　団
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第１分団   高麗一丁目7-7 昭和58年12月18日  鉄骨２階  ＡＬＣ  48.97 ㎡

第２分団   大磯1901-18 平成6年2月24日  鉄骨２階  ＡＬＣ  69.58 ㎡

第３分団   東小磯143-3 平成7年3月15日  鉄骨２階  ＡＬＣ  82.00 ㎡

第４分団   西小磯245 平成4年3月31日  ＲＣ２階
打放し
コンクリート  54.68 ㎡

第５分団   国府本郷757-6 平成4年3月31日  鉄骨２階
押出成形
セメント板  74.88 ㎡

第６分団   国府新宿397-1 平成4年3月31日  ＲＣ２階
打放し
コンクリート  69.77 ㎡

第７分団   生沢690-3 昭和60年11月28日  鉄骨２階  ＡＬＣ  67.48 ㎡

第８分団   寺坂656-4 昭和63年3月24日  鉄骨２階  ＡＬＣ  67.48 ㎡

第９分団   虫窪533-14 昭和61年12月25日  鉄骨、平  ＡＬＣ  58.93 ㎡

第10分団   黒岩45-2 昭和60年3月20日  鉄骨、平  ＡＬＣ  52.76 ㎡

第11分団   大磯992 昭和58年3月25日  ＲＣ、平  ＲＣ  43.05 ㎡

第12分団   月京6-10 平成7年10月17日  鉄骨２階  ＡＬＣ  77.40 ㎡

所　在　地分 団 名

構　　造

※　ＲＣ（鉄筋コンクリート造）

※　ＡＬＣ（鉄骨軽量気泡コンクリート造）

各分団所在地

（平成30年4月1日現在）

主　体 外　壁
　延床面積  　建 築 年 月 日

-53-



        階級
年齢

団
長

副
団
長

分
団
長

副
分
団
長

部
長

班
長

団
員

合
計
人
数

18歳未満 0

18歳～20歳 1 1

21歳～25歳 2 2

26歳～30歳 5 5

31歳～35歳 4 19 23

36歳～40歳 2 3 5 6 19 35

41歳～45歳 1 2 4 12 10 29

46歳～50歳 1 2 3 10 7 5 28

51歳～55歳 5 4 2 3 6 20

56歳～59歳 1 2 2 5 10

60歳以上 1 2 1 1 2 3 10

合計人数 1 3 12 12 24 36 75 163

平均
年齢

44歳

 (平成30年4月1日現在)

消防団員階級別年齢
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37,900 35,500

円

163

円

33,000

班　長部　長

出 動 １ 時 間 に つき ５７０  円支給額

出動区分 水火災

(平成30年4月1日現在)

団　長階　級

消防団員費用弁償額

警戒 訓練

職業別消防団員数　

消防団員報酬額

団　員副分団長

40,400

分 団 長

～

19年

16

９年

68

～

14年

27

92,900

24年

～

3810

(平成30年4月1日現在)

30年

157,900
年　額

以上

2

卸売
・

小売業
・

飲食店

20年

製
造
業

電気
・

ガス
･

熱供給
・

水道業

運輸
・

通信業

５年
25年

～～

10年 ５年15年

合
　
計

1634

公
務
員

計

金融
・

保険業

4

合

未満

(平成30年4月1日現在)

285 28312 17 13

(平成30年4月1日現在)

円 円 円 円 円

29年

2

副 団 長

53,400

消防団員在職年数

漁
　
業

1 2

不
動
産
業

そ
の
他
の
産
業

サ
ー
ビ
ス
業

農
　
業

建
設
業

28
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分団名 配置機械 ポンプ級 ポンプ会社名 購入年月日 無線局の呼び出し符号

積載車(ﾆｯｻﾝ) 畠山ポンプ H28.11.28 おおいそだん101,201,301

小型動力ﾎﾟﾝﾌﾟ Ｂ－３ トーハツ H28.11.28

積載車(ﾆｯｻﾝ) 畠山ポンプ H21.11.11 おおいそだん102,202,302

小型動力ﾎﾟﾝﾌﾟ Ｂ－３ トーハツ H21.11.11

積載車(ﾆｯｻﾝ) 畠山ポンプ H27.11.17 おおいそだん103,203,303

小型動力ﾎﾟﾝﾌﾟ Ｂ－３ トーハツ H27.11.17

積載車(ﾆｯｻﾝ) 畠山ポンプ H22.11.30 おおいそだん104,204,304

小型動力ﾎﾟﾝﾌﾟ Ｂ－３ トーハツ H22.11.30

積載車(ﾆｯｻﾝ) 畠山ポンプ H28.11.28 おおいそだん105,205,305

小型動力ﾎﾟﾝﾌﾟ Ｂ－３ トーハツ H28.11.28

積載車(ﾆｯｻﾝ) 畠山ポンプ H27.11.17 おおいそだん106,206,306

小型動力ﾎﾟﾝﾌﾟ Ｂ－３ トーハツ H27.11.17

積載車(ﾆｯｻﾝ) 畠山ポンプ H22.11.30 おおいそだん107,207,307

小型動力ﾎﾟﾝﾌﾟ Ｂ－３ トーハツ H22.11.30

積載車(ﾆｯｻﾝ) 畠山ポンプ H26.12.23 おおいそだん108,208,308

小型動力ﾎﾟﾝﾌﾟ Ｂ－３ トーハツ H26.12.23

積載車(いすゞ) トーハツ H26.3.19 おおいそだん109,209,309

小型動力ﾎﾟﾝﾌﾟ Ｂ－２ トーハツ H26.3.19

積載車(ﾆｯｻﾝ) 畠山ポンプ H26.1.27 おおいそだん110,210,310

小型動力ﾎﾟﾝﾌﾟ Ｂ－３ トーハツ H26.1.27

積載車(ﾆｯｻﾝ) 畠山ポンプ H22.3.26 おおいそだん111,211,311

小型動力ﾎﾟﾝﾌﾟ Ｂ－３ トーハツ H22.3.26

積載車(ﾆｯｻﾝ) 畠山ポンプ H20.10.21 おおいそだん112,212,312

小型動力ﾎﾟﾝﾌﾟ Ｂ－３ トーハツ H20.10.21

第11分団

第12分団

※　各分団にはこの他に発電機、投光器を配備しています。

※　無線局呼び出し符号「3**」に関しては、H26.2.3総務省無償貸付により整備されたもの。

第５分団

第６分団

第７分団

第８分団

第９分団

第10分団

消防団現有車両機械状況
( 平成30年4月1日現在 )

第１分団

第２分団

第３分団

第４分団
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